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※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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27 3年度 年度
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1

経過年数

交付先決定方法 非公募

2160

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

前々年度

補助開始年度

保健福祉局健康医療部医療事業課
（ＴＥＬ　092-711-4271　）

（目的）
　高度な医療技術を有する外国医師による診療を活用した事業により，福岡市全体の
医療水準を向上させる。
（補助対象事業）
　臨床教授等制度を活用した高度な医療技術を有する外国医師の招へい，当該医師に
よる医療行為の提供及び他の市内医療機関への当該医療行為の配信等

担当課
（連絡先）

補助金名 医療の国際化事業補助金

（公募の場合）
公募時期

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

（非公募の場合）
非公募の理由

福岡市が医療の国際化に先駆的に取り組む拠点病院として九州大学病院を指定し，事
業の実施を依頼したもの。

1

団体 九州大学 区分 その他の補助金

　定率

年度29

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 2

前年度補助事業
の主な実施概要

　「臨床教授等制度」の活用により，膵切除術の世界的権威である米国医師を招へい
し，手術支援ロボットによる膵腫瘍手術の実施とその光景を用いた講演会を開催した。
　講演会には，多数の市内医療関係者が出席し，また，高速インターネットによって複
数の海外医療機関が参加するなど，福岡市の医療水準の更なる向上と都市の魅力向
上が図られた。

回

終期を延長する
理由

終期到来（H29.3.31）後，本事業の必要性を検証した結果，目的である福岡市全体の医
療水準の向上に効果的に資するものであり，継続すべきと判断したため。

補助金の終期

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
予算の範囲内で市長が決定する額

補助金交付
による効果

福岡市全体の医療水準の向上による都市機能の充実

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

当該年度
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